
平成30年度
甲賀市歳入歳出決算について

決算を審査して、今後の予算へつなげる!!
36議案（決算・補正予算・条例等）認定・可決

９月定例会の
あらまし

９月定例会の
あらまし

平成30年度 一般会計決算状況

　平成30年度一般会計及び特別会計などの決算議案については、本会議
で議案審議を行ったあと、一般会計は予算決算常任委員会に、特別会計・
企業会計は総務・厚生文教・産業建設常任委員会に付託され議案審査を行
いました。その結果、各会計決算議案を原案どおりに認定しました。

　市の予算は、使って終わり
ではありません。市長は、予
算がどのように使われたのか
を決算としてまとめ、議会は
その内容をチェックします。
　決算審議では、前年度の予
算の使い方が適正かつ効果的
であったか、いかに事業成果
が上がったかなどを議会で審
査し、改善点の指摘や要望を
します。それを市が『来年度
予算に生かす』ことにより、
決算審査の結果が今後の予算
につながっていくのです。

歳入決算の構成（決算額：429億1606万7995円）

歳出決算の構成（決算額：413億9137万3846円）

民生費
30.2%

総務費
16.5%

土木費
10.3%

消防費
3.5%

議会費
0.6％

災害復旧費・予備費
0.3％

労働費
0.3％

商工費
1.4%

農林水産費
3.5%

衛生費
8.5%

公債費
10.3%

教育費
14.7%

市税
33.3%

繰入金
6.2%

繰越金
3.7%

諸収入
3.9%

財産収入・寄附金
0.4%

分担金・負担金・使用料・手数料
2.1%

地方特例交付金
0.2%

地方譲与税
0.9%

県税交付金
5.3%

国庫支出金・交通安全対策特別交付金
8.9%

県支出金
5.7%

市債
12.2%

地方交付税
17.2%

依存財源自主財源

一般会計の決算収支の概要
一般会計においては、実質3億3182万５千円が繰越財源となりました。

決算 予算決算 予算

予算執行
４月～翌３月

予算編成 予算議案を
議会に提出

決算を審査 予算を審査

決算議案を
議会に提出市長

市議会

可決
（否決）

認定
（不認定）

決算審査での意見が
反映されているかも
併せてチェック

予算は適正かつ効果
的に使われたか？
事業の成果は？
などを検証

市民の代表と
して

チェックしま
す！市民の代表と
して

チェックしま
す！

２月９月
決算を審査した
結果は今後の予
算編成に生かさ
れます。

予算決算常任委員会で審査し
本会議で予算・決算を決定します。
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市議会だより　No.607

決算審査①

A
現
在
、
各
自
治
会
が
管
理
す
る
防
犯

灯
に
つ
い
て
照
会
を
か
け
て
お
り
、
細

分
化
し
た
区
及
び
自
治
会
2
3
0
の
う

ち
2
1
8
ま
で
回
収
済
み
で
、
今
後 

関
西
電
力
の
情
報
と
も
照
合
し
て
位
置

図
を
作
成
す
る
。

審
査
結
果　
防
犯
灯
の
あ
り
方
を

考
え
る
上
で
大
事
な
こ
と
な
の

で
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
、
ま

ず
は
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
委
員
会
と
し
て
も

確
認
し
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
で

は
具
体
的
な
対
応
を
求
め
ま
し

た
。

 

Q
介
護
職
員
支
援
事
業
人
材
確
保
に

関
し
て
の
実
績
と
評
価
は
。

A
介
護
職
員
の
初
任
者
研
修
補
助
実

績
８
人
、
実
務
者
研
修
補
助
実
績
は
11

人
、
研
修
後
19
人
が
市
内
事
業
所
で
一

年
間
勤
務
に
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
政
策
部・教
育
委
員
会
事
務
局

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理

の
金
額
が
適
正
か
ど
う
か
判
断
し
に
く

い
。
ど
う
い
う
基
準
で
設
定
し
て
い
る

か
。

A
積
算
は
実
績
に
基
づ
き
適
切
に
し

て
い
る
。
年
度
終
了
後
に
は
各
施
設
の

決
算
書
提
出
、
そ
の
中
で
5
%
以
上
残

額
が
あ
る
場
合
は
指
定
管
理
料
を
返
す

こ
と
を
協
定
で
定
め
て
い
る
。

審
査
結
果　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
料
の
算

定
や
急
増
す
る
入
所
希
望
に
ど
う

応
え
て
い
く
の
か
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
。

Q
I
C
T
教
育
重
視
へ
、
電
子
黒
板
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
状
況
と
そ
の
活
用

実
態
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
。 

A
活
用
は
一
週
間
約
30
時
間
の
授
業

日
数
に
対
し
て
、
先
進
的
に
導
入
し
た

Q
市
税
の
収
入
未
済
等
、
前
年
度
よ
り

減
少
と
の
こ
と
だ
が
主
な
理
由
は
。

A
滞
納
処
分
の
徹
底
や
分
納
の
履
行

監
視
、
執
行
停
止
や
不
納
欠
損
処
分
を

行
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。 

Q「
広
報
こ
う
か
」の
郵
送
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
回
答
が
あ
っ
た

人
の
み
引
き
続
き
郵
送
す
る
対
応
を
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
改
善
を
し
て
は
。

A
現
在
5
2
5
人
に
郵
送
し
て
い
る

が
返
信
が
あ
っ
た
の
は
1
2
6
人
だ

け
。審

査
結
果　

委
員
会
で
は「
郵
送

を
や
め
る
よ
う
誘
導
さ
れ
る
記
述

も
あ
り
問
題
で
あ
る
」と
の
指
摘

が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
返
信
が

な
く
て
も
、
郵
送
希
望
が
あ
れ
ば

今
後
も
郵
送
を
続
け
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

市
民
環
境
部
・
健
康
福
祉
部 

Q
毎
回
指
摘
が
あ
る
防
犯
灯
の
件
は
。

地
方
創
生
交
付
金
事
業

Q
全
く
事
業
化
で
き
な
か
っ
た
点
は

何
か
、
で
き
な
か
っ
た
事
業
も
資
料
に 

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
当
初
予
算
で
は
、
甲
賀
流
D
M
O
地

域
再
生
推
進
事
業
８
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
た
が
、
観
光
D
M
O
の
あ
り

方
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
事
業
は

未
執
行
と
な
っ
た
。

審
査
結
果　
今
後
決
算
で
は
、
マ

イ
ナ
ス
部
分
も
し
っ
か
り
と
事
業

評
価
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。

総
合
政
策
部
・
総
務
部

Q
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
が
約

7
4
0
0
万
円
、
前
年
度
約
1
5
0
0

万
円
よ
り
約
５
倍
伸
び
た
要
因
は
。

A
昨
年
10
月
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト「
さ
と
ふ
る
」が
追
加
さ
れ
、
返

礼
品
の
地
場
産
品
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
増

え
た
た
め
。
返
礼
品
は
約
38
%
が
信
楽

焼
、
次
い
で
近
江
牛
約
20
%
だ
っ
た
。

市内に設置された防犯灯

決
算
審
査

小学校での ICT 教育
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決算審査②
学
校
で
は
12
時
間
か
ら
20
時
間
で
活
用

し
て
い
る
と
い
う
状
況
。
今
後
は
機
器

を
有
効
に
活
用
し
た
授
業
に
力
を
入
れ

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

審
査
結
果　
事
務
局
か
ら
は
、
教

育
情
報
化
に
関
連
し
た
教
職
員
を

中
心
に
活
用
推
進
に
向
け
た
協
議

を
し
て
、
さ
ら
に
市
の
I
C
T
推

進
室
と
連
携
、
教
育
の
情
報
化
推

進
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

産
業
経
済
部 

・建
設
部 

Q
獣
害
対
策
に
つ
い
て
、
被
害
額
は
低

減
し
て
い
る
が
捕
獲
頭
数
は
横
ば
い
。

獣
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

A
集
落
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
で
、
山
内

地
域
の
よ
う
に
I
C
T
を
導
入
し
遠
隔

操
作
で
捕
獲
す
る
。
3
期
目
の
強
化
期

間
は
、
甲
賀
地
域
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

に
終
期
を
合
わ
せ
る
た
め
、
本
年
度
よ

り
4
か
年
と
し
た
い
。

審
査
結
果　
カ
ラ
ス
や
ム
ク
ド
リ

対
策
の
必
要
性
を
求
め
ま
し
た
。

地
域
交
通
対
策
事
業
に
つ
い
て

　

コ
ミ
バ
ス
・
コ
ミ
タ
ク
に
つ
い
て
は
、

今
年
10
月
か
ら
コ
ミ
タ
ク
の
運
行
エ
リ

ア
が
拡
大
さ
れ
、
無
料
乗
車
券
の
対
象

が
80
歳
か
ら
75
歳
以
上
に
拡
充
さ
れ
ま

し
た
が
、
委
員
会
で
は
コ
ミ
タ
ク
に
対

し
て
否
定
的
・
消
極
的
な
意
見
が
出
た

の
で
、
一
定
時
間
を
か
け
て
各
委
員
が

相
互
に
意
見
交
換
す
る
時
間
を
設
け
ま

し
た
。

代
表
監
査
指
摘
事
項

　

決
算
審
査
意
見
書
に
記
さ
れ
て
い
る

点
を
ふ
ま
え
て
、
補
足
の
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
特
に
、
前 

年
度
と
比
べ
て
収
納
率
は
向
上
し
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
県
内
13
市
の
中
で
下

か
ら
2
番
目
と
い
う
報
告
は
初
め
て
で

し
た
。
代
表
監
査
か
ら
は「
一
生
懸
命

滞
納
対
策
に
知
恵
を
出
し
て
や
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
は
充
分
理
解
し
て
い
る

が
、
初
期
対
応
で
市
民
に
寄
り
添
い
な

が
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
も
う
少

し
違
う
の
で
は
な
い
か
」と
率
直
な
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

最
終
の
総
括
質
疑

Q
市
内
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

費
に
か
か
る
債
務
負
担
行
為
の
償
還
金

補
助
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
か
ら
30
年

に
か
け
て
返
還
金
が
大
き
く
減
っ
た
理

由
は
。

A
大
口
の
償
還
が
終
了
し
た
た
め
。

Q
合
併
し
て
15
年
、
当
初
の
約
束
だ
け

で
補
助
金
を
出
し
続
け
て
も
い
い
の
か

疑
問
で
あ
る
。

A
新
年
度
予
算
で
は
各
部
局
の
補
助

金
の
見
直
し
を
徹
底
し
て
い
く
。

審
査
結
果　
区
及
び
自
治
会
管
理

の
防
犯
灯
の
実
態
調
査
を
、
委
託

し
て
で
も
早
期
に
仕
上
げ
る
こ

と
。
信
楽
高
原
鐵
道
の
障
が
い
者

割
引
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
。
こ

こ
数
年
の
人
口
減
少
の
鈍
化
が
成

果
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
の
認
識

に
つ
い
て
、
確
認
し
ま
し
た
。
こ

の
他
、
自
治
振
興
会
と
区
の
関
係
、

土
地
使
用
料
、
民
間
社
会
福
祉
法

人
施
設
整
備
補
助
の
不
用
額
に
つ

い
て
も
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

  

反 

対 

討 

論

　

医
療
費
無
料
化
の
拡
充
や
エ
ア
コ
ン

整
備
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
市
民
の

願
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
定
評

価
で
き
る
が
、
５
億
円
の
財
源
確
保
の

問
題
点
、
合
併
特
例
債
に
よ
る
大
型
公

共
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し

市
民
の
ね
が
い
で
あ
る
学
校
給
食
費
の

負
担
軽
減
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

な
ど
は
ま
だ
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
拡
充

が
必
要
で
あ
る
。

  

賛 

成 

討 

論

　

第
二
次
総
合
計
画
の
２
年
目
で
あ

り
、
安
心
し
て
暮
せ
る
基
盤
整
備
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
と
経
費
節
減
な
ど
、
財
政
健
全
化

に
向
け
効
率
的
な
予
算
執
行
に
努
め
て

い
る
。

　

岩
永
市
長
が
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

10
、
公
共
施
設
整
備
等
、
合
併
特
例
債

の
積
極
的
な
推
進
が
図
ら
れ
た
こ
と
は

高
く
評
価
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
本
議
案
は
、
賛

成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

市内に設置されている
獣害柵

市内を走るコミバス


